
Ⅰ 医療情報連携ネットワークの普及促進による医療の質の向上と効率化の実現

地域の医療機関や介護事業所の連携による患者・利用者の状態にあった質の高い医療や介護の提供の
が重要。迅速かつ適切な患者・利用者情報の共有に向けてICT技術を活用する、医療情報連携ネットワー
クの普及・促進を図る。

医療情報連携ネットワークシステムの

４つの課題
今後の普及・展開のための

５つの取組

費用面を含むネットワークの持
続可能性の確保、効果的な稼働
の継続

ネットワーク間等での情報の相互
利用性の確保

より多数の医療機関の参加と情報
の双方向性の確保

本人による健康・医療情報の利
活用

● 目指すべきネットワークモデルの確立・普及
・ 持続可能性、相互運用性、最低限備えるべき情報連携項
目等を示したネットワークの「標準モデル」の確立

・ 地域医療構想（ビジョン）や新たな財政支援制
度を踏まえた「標準モデル」の普及促進の検討

● クラウド技術の活用等による費用低廉化方策の
確立

● 在宅医療・介護を含めた標準規格の策定・普及
より広域での医療情報連携や、在宅医療・介護分野の情報
連携に関する標準規格の策定・普及

● 個人による疾病・健康管理の推進
生活習慣病に係るICTを活用した手帳の利活用に向けた取
組や予防接種スケジュール等情報提供サービスの促進

● 遠隔医療の推進
医療従事者等のリテラシー向上等の普及促進策の検討

健康・医療・介護分野におけるＩＣＴ化の推進



Ⅱ 医療等分野の様々な側面におけるデータ分析と利活用の高度化の推進

今後の医療・介護政策においては、エビデンスに基づく効果的な施策立案、医療技術の向上、医学研究
の推進に取り組むことが不可欠。我が国の医療・介護制度における様々な側面において情報が効果的・
効率的に利活用され、情報の利活用の効果が国民に還元される社会の実現を図る。

医療等分野におけるデータ利活用の

３つのフェーズ

今後の推進のための

９つの取組

国や地方公共団体による
医療・介護政策への

反映

保険者による個人の健康
増進に関する取組
への活用

治療技術等の医療の質向上
や研究開発促進への活用

医療や介護のレセプト情報等の利活用の促進
● 医療レセプトや健診情報等の活用を通じた、受療行動や疾病構造
の分析等を行い、エビデンスに基づく医療政策（地域医療構想
（ビジョン）の策定等）を推進

● 要介護度別のサービス利用状況の分析等によって、地域別の特
徴や課題、取組等を客観的かつ容易に把握できるように、介護・医
療関連情報を広く共有（「見える化」）するためのシステムを構築し、
エビデンスに基づく政策を推進

データヘルスの推進
● 医療保険者が、レセプト・健診情報等の情報を活用し、加入者に
対して効果的かつ効率的な保健事業を実施できるよう支援

医療の質向上や研究開発促進への活用
● 医薬品等の安全対策のための医療情報ＤＢの構築
● 日々の診療行為や治療結果等を一元的に蓄積・分析・活用
する関係学会等の取組の支援

● 難病対策等の推進のための患者データベースの活用促進
● がん登録データベースの構築
● 予防接種記録の電子化に取り組むとともに、疫学調査や研究
開発、予防接種施策の発展に活用できるデータベースを構築
● 臨床研究・治験の効率化、迅速化及びデータの質の確保のた
めの技術開発等



急性期から在宅医療介護までの機能分化と連携の推進や、地域包括ケアシステムの構築に寄与するような、ICT技術を
活用した医療機関間や医療機関と介護事業所との間の情報共有が全国の各地域で効率的に行われ、住民が住み慣れ
た地域で安心して暮らすことができる。

医療等分野におけるICT活用の将来イメージ（10年後の姿）
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状態にあった質の高い
医療・介護サービスを
効率的に受けられる

自分の健康情報を
活用して健康増進

病院の検査結果を診療に活用。紹介・
逆紹介により、患者を継続的に診察診療所等での過去の診療情報を

活かして救急医療等に対応

治療方針や病状を理解し、
本人の状況・状態に応じた、

より質の高いケアを行うことが可能

状態の変化をタイムリーに
把握可能。生活状況が

分かることで、投薬や処置の
効果を把握しやすくなる

保険者による効果的な情報活用
により、加入者の健康増進。

医療費も効率化

効果的な情報分析に
よる政策の立案・運営

医療の質向上のための
分析研究の発展

全ての医療保険者において
ICTを活用した情報分析等
に基づく効果的な保健事業
が実現されることにより、加
入者の健康増進や医療費
の適正化が図られる。

社会保険制度を基盤とする大規模デー
タについて、多角的かつ高度な分析手法
が確立されることにより、医療等分野に
おける政策がさらにエビデンスに基づい
た適確なものとなり、様々な社会資源が
効果的・効率的に活用される。

我が国の医療・介護制度における様々な
側面において、情報利活用の基盤が整備
され、情報利活用や分析の高度化を推進。
これにより、様々な情報が、医療技術や医
療の質の向上、医学研究の発展というか
たちで国民に最大限還元。

必要な環境整備が行われた上で、医療情報の番号制度が導入され、データの長期追跡性の向上、分野横断的な情報
利活用・分析が可能となる。


